


　　　賀地区保護司会の皆さんが、７月３

日に遠賀町役場を訪れ、原田正武助役に法

務大臣と福岡県知事からの「社会を明るく

する運動」についての要請文を手渡しました。

　「社会を明るくする運動」は、犯罪・非行

の防止と更正の援助のため、地域住民の理

解と参加を求めることを目標に掲げていま

す。

　犯罪や非行のない社会を築いていくためには、地域の協力が不可欠です。

地域が一丸になって、明るい社会をつくっていきましょう。

　　　月は同和問題啓発強調月間です。そこで、７月３日にゆめタウン、ル

ミエール、遠賀川駅前で街頭啓発が行われました。当日は、人権・同和教育

推進協議会の皆さんが、お店や駅を利用するお客さんたちに、チラシや粗

品を配り、啓発活動を行いました。

　取材に訪れたゆめタウンでも、買い物に来ていたお客さんたちは呼びか

けられると、買い物の手を止めて耳を傾けていました。

　現在も根強く残っている同和問題や様々な差別問題。差別のない社会を

実現するには、私たち一人ひとりの思いやりの心が大切です。

　　　んが自動車学校で７月１日、遠賀郡婦人会安全教室が行われま

した。当日は、折尾警察署の交通課長が訪れ、実際の事故の事案などを

交えて、交通安全についての講義が行われました。

　講義の中で、「現在の交通事故の原因はわき見が、約70％と最も多

くなっています。わき見をしている時間に50㎞/hで走っている車は、

約45mも進んでいるんですよ。」と、わき見運転の怖さを伝えていま

した。

　この日は、他にもおんが自動車学校の講師の皆さんから、ビデオ上

映や、駐車違反についての法改正内容などの講義も行われました。

　車を運転する皆さんも、歩行者の皆さんも安全には十分気をつけましょう。

　　　夕のお願い事をしようと、７月４日のわんぱく教室では七夕ま

つりが行われました。

　遠賀コミュニティセンターに集まった幼児たちは、初めに元気いっ

ぱい体を動かした後、短冊に思い思いの願い事を書いていました。

　幼児たちは願い事が書かれた短冊を、紙に書かれた笹の葉の絵に、様々

な飾りつけと一緒に貼り付けていました。完成した七夕飾りは、一人ひ

とり違ったかわいらしいものになっていましたよ。

　みんなが一生懸命作った七夕飾り、きっとみんなの願い事をかなえてくれますよ。



　　　月12日に遠賀町中央公民館で、同和問題啓発強調月間

講演会が行われました。今年は、人権バンド「歌ぐみ　はぜの木」

の皆さんが、「心の中に思いやりの火を灯そう」の演題で６曲

を演奏しました。

　「歌ぐみ　はぜの木」の皆さんは、人権や平和をテーマにオ

リジナル曲を作り、ＰＴＡの人権講座や平和コンサートなど

に出演しています。

　今回、演奏した曲の一つに「ナノハナ」という曲がありました。

「菜の花は１本ではなく、たくさん集まって咲きます。しかし、

たくさん咲いている花の一つひとつが違っていて、まるで私

たちみたいなんです。」と、この曲を作ったエピソードを話し

てくれました。講演の最後には、「花」を会場に来ていた皆さんと一緒に歌うと、会場は美しい歌声で包まれていました。

　私たちの心に、思いやりの気持ちがあふれれば、差別はきっと無くなります。皆さんも差別について、もう一度考えてみて

ください。

　　　内へ不審者が侵入したことを想定しての避難訓練が、７

月６日に浅木小学校で行われました。

　２年生のクラスに不審者に扮した警察官が入ると、子どもた

ちは、先生が不審者を食い止めている間に素早く体育館へ避難、

先生は「さすまた」を使って不審者を取り押さえていました。

　避難が終わった体育館では、折尾警察署の警察官から、防犯

についてのビデオ上映と講習が行われました。講習の中では、

「知らない人には近づかない」、「大声で助けを呼ぶ」などの

防犯対策について話がされていました。講習が終わって、警察

官から児童たちに「今日習ったことができる人！」と質問され

ると、「はーい！」と全員が元気よく手を上げていました。

　夏休みは、外で遊ぶ時間も長くなります。今日習ったことをしっかり覚えておきましょうね。

　　　鳥がひなにえさを与えているこの写真。よく見ると、普通と

違う所がありますよね。そう、ツバメの巣が普通と違っているので

す。この不思議なツバメの巣は、浅木区の松本さん宅にあります。

　３年前から松本さん宅の外灯に巣を作っていたツバメですが、

今年は古くなったせいか、ある朝、松本さんが見てみると４羽のひ

なごと落ちていたそうです。松本さんは、ひなを箱に入れて見守っ

ていたそうですが、親鳥がえさを運んできません。

　そこで、小倉の動物病院に相談をしたところ、カップラーメンの

空き容器で巣を作ることをアドバイスされたそうです。松本さんは、

「早速、カップラーメンの容器を３分の２程度に切り取り、元の位

置にガムテープで固定して人工の巣を作りました。そして、ひなを

その中に入れてやると、親鳥が再びえさを運んでくるようになったんですよ。」とうれしそうに言ってくれました。

　カップラーメンの容器の中で、元気に育った４羽のひなたちは、７月の終わりには元気に巣立って行きました。



　　　国高等学校総合体育大会「０６総体ＴＨＥ近畿」のボー

トの部に出場する遠賀高等学校ボート部の末吉麻美さん（遠賀高等学校2

年　写真中央左）と田中美優さん（遠賀高等学校2年　写真中央右）が７

月20日、木村隆治町長を表敬訪問しました。

　末吉麻美さんと田中美優さんは、それまでボートを漕ぐのも全く未経

験だったのですが、今年の４月から始めてたった２か月で「福岡県高等

学校総合体育大会ボート競技選手権大会」の、女子ダブルスカルの部で

見事第１位に輝きました。先生に勧められて入部した２人ですが、練習

を始めると楽しくて楽しくて仕方なく、先生に呼ばれるまでずっと漕ぐ

のをやめないこともあるそうです。練習時間は平日が３時間、休みの日

はなんと５時間にもおよび、両手いっぱいにマメができていました。その手を見せながら、「ボートを漕ぐことが本当に楽し

いです。」と目を輝かせて語ってくれました。

　あいさつを受けた木村町長は「漕艇を始めてたった数ヵ月で全国大会に出場するとは、本当にすばらしいことです。今ま

での練習の成果を発揮できるよう、がんばってきてください。」と激励しました。

　　　休みが始まったばかりの７月21日と28日に、遠賀町立図書館で、小学校

３年生から６年生までを対象にしたちびっ子図書館員の体験活動が行われました。

　児童たちは、図書館内の説明を受けた後、お客さんが借りたり、返しに来た

図書の処理や、本を棚に返す作業など図書館員の仕事を体験しました。なかで

も、本を棚に返却する作業が楽しかったようで、何度も本をカートに入れ、返

却に行く児童も見られました。

　体験の最後には、児童たちが持って来た本に、図書館の本と同じように保護

シートを貼り付ける作業が行われました。慣れていないと保護シートと本との

間に、空気が入ってしまうこの作業。この日の児童は、みんな上手に保護シー

トを貼っていました。

　児童たちは、「本を返すのが楽しかった。」、「お客さんに感謝されるのがうれ

しかった。」など、この日の感想を言っていました。これを機会に、もっとも

っと図書館を利用してくださいね。

　　　学生の児童が参加して、親子で一緒に料理を作る親子料理教室。今

年も、夏休み最初の土曜日７月22日に行われました。

　この日は、児童21人、保護者14人が参加して「ビビンバ」、「トマトとわ

かめのスープ」、「かぼちゃと大豆のサラダ」、「ココア豆乳かん」を作りま

した。

　今回初めて料理を作る児童も多かったのですが、「ここはどうするの？切

る大きさはこのくらい？」、「これはね、こうするの。」と親子のコミュニケ

ーションをとりながら料理を作っていました。

　完成した料理を、最後にみんなで試食した後に、「難しかったけど、おい

しくできて良かった。」と、この日の料理教室の感想を言ってくれました。

　夏休みは、まだまだ始まったばかり、今回参加できなかった皆さんも、

親子で一緒に料理を作ってみてはどうでしょうか？いつも以上においしい

料理ができると思いますよ。
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　高齢者の皆さんの創作による作品を広く募集し、展示

することで、高齢者の文化活動の促進と生きがいづくり

を推進します。

●対象

　県内に住んでいる昭和22年４月１日以前に生まれた人

※福岡県美術協会会員は除きます。

●募集作品

　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の６部門

●費用

　１点につき１，５００円

●その他

　出展は１部門につき１点までで、２部門まで出展できます

●締め切り

　９月10日（日）

●申し込み・問い合わせ

　（社）福岡県美術協会

　☎０９２（７１３）４２００



　相談は無料で、秘密は厳守されますので、お気軽にご相談く

ださい。

●と　き　毎週金曜日　午前10時～午後４時

●ところ　小倉井筒屋（小倉北区船場町）

電話相談　☎０９３（５３１）６７１０

●問い合わせ

　総務省九州管区行政評価局

　☎０９２（４３１）７０８１

　福岡県母子寡婦福祉連合会では、母子家庭、寡婦、

父子家庭のための無料法律相

談を実施しています。

●と　き

　10月12日（木）、24日（火）

　11月14日（火）、28日（火）

　12月12日（火）、26日（火）

　午後６時30分～午後８時30分

※相談時間は１人30分です。

●ところ　クローバープラザ（春日市原町）

●費　用　無料

●申し込み方法

　相談を希望する人は、相談日の前日までに予約して

　ください

※予約受付時間は、平日の午前９時から午後５時まで

　です。

●申し込み・問い合わせ

　福岡県母子寡婦福祉連合会

　☎０９２（５８４）３９２２

　８月28日（月）から９月３日（日）までの一週間は「子

どもの人権１１０番強化週間」として、「いじめ」や体罰、

不登校や子どもの虐待など、子どもに関する人権問題の

相談を受け付ける相談電話を設置します。相談には、法

務局職員・人権擁護委員が応じます。秘密は厳守されま

すので、ひとりで悩まず、是非ご気軽にお電話ください。

●とき

　▽午前８時30分～午後６時30分（月～金曜日）

　▽午前10時～午後５時（土・日曜日）

●相談電話　☎０５７０（０７０）１１０
※PHSおよびIP電話は以下へ連絡してください。

　▽☎０９３（５６１）３９８９【北九州】

　▽☎０９２（７１５）６１１２【福　岡】

●費用　無料

●問い合わせ

　福岡法務局人権擁護部

　☎０９２（７２１）９１６６
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幸
利
選
　

畦
み
ち
を
登
校
の
子
ら
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
冨
　
盈
子

梅
雨
湿
り
清
盛
塚
は
石
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
美
保
子

こ
の
道
は
関
所
へ
つ
づ
く
小
判
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
賀
　
恵
子

岸
原
　
清
行
選
　

口
開
け
て
顔
の
隠
る
る
燕
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
田
　
京
次

楊
貴
姫
の
像
の
見
下
ろ
す
濃
紫
陽
花

石
橋
　
京
子

梅
雨
晴
間「
ま
は
れ
　
　
　
」と
草
野
球

上
谷
恵
美
子



　
浅
木
小
学
校
の
児
童
が
、
通
学
の
と

き
に
自
発
的
に
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
通

学
し
て
い
る
と
、
新
聞
や
町
報
で
も
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
き
、
感
動
を
し
た
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
？

　
我
々
大
人
は
、
ご
み
が
落
ち
て
い
る

の
に
気
が
つ
い
て
も
、
な
か
な
か
拾
え

ま
せ
ん
。
ご
み
拾
い
の
日
時
を
決
め
て

行
う
と
拾
え
る
の
で
す
が
、
一
人
で
は

な
か
な
か
拾
え
な
い
…
。
逆
に
、「
町
中

に
ご
み
箱
が
無
い
か
ら
拾
え
な
い
」
と

か
、「
ポ
イ
捨
て
し
な
い
よ
う
に
、
規
制

を
か
け
ろ
」
と
か
の
意
見
は
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い
る
の

は
、
ご
く
わ
ず
か
な
心
無
い
方
で
、
多

く
の
方
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
の
で

す
。
ま
た
、心
無
い
方
も
、ご
み
が
無
く

美
し
い
と
、
捨
て
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
き
れ
い
な
町
と
住
み
よ

い
環
境
を
、
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
浅
木
小
学
校
の
児
童
の
よ
う

に
、
私
た
ち
大
人
も
見
習
う
べ
き
で
す
。

『
負
う
た
子
に
教
え
ら
れ
る
』
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
ま
さ
に
そ
れ
で
す
。
み
ん
な
で
、

子
ど
も
の
純
粋
な
行
動
を
応
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
!!

ー 

木
村
　
隆
治



　
11
月
３
日
（
金
）
か
ら
５
日
（
日
）

ま
で
の
３
日
間
、「
第
31
回
遠
賀
町
文

化
祭
」
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
と
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。

　
文
化
祭
に
展
示
す
る
「
作
品
」
と
、

「
芸
能
ま
つ
り
」
や
「
町
民
の
つ
ど
い
」

に
出
演
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
締
め
切
り

　
８
月
31
日（
木
）

※
申
込
書
は
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務

　
室
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室

　
☎
（
２
９
３
）
１
３
５
５



　あなたも「技術と知識」を身につけて、

就職活動に役立ててみませんか。

●とき・定員

　▽情報ビジネス科　９月６日（水）　30人

　▽介護サービス科　９月６日（水）　20人

　▽経理事務科　　　９月７日（木）　35人

　▽造園園芸科　　　９月８日（金）　20人

●ところ

　福岡県立小竹高等技術専門校（鞍手郡小竹町）

●締め切り　８月18日（金）

※造園園芸科は８月25日（金）までです。

●申し込み方法

　「募集案内」、「入校願書」は最寄りの公共職業安定所に

　ありますので、詳しい内容は「募集案内」を見てください

●申し込み・問い合わせ

　福岡県立小竹高等技術専門校

　☎０９４９６（２）６４４１

　機械加工技術者、機械オペレーター、プログラマー、機

械設計技術者としての就職を目指します。

※訓練期間は1年間です。

●と　き　９月15日（金）

●ところ　ポリテクセンター八幡（八幡西区穴生）

●定　員　20人

●対　象

　おおむね35歳以下の人で、訓練終了後に常用雇用への就

　職を希望している人

●受講料　５７，６００円/半年

※その他、教科書代、災害保険料などは自己

　負担になります。

●締め切り　９月８日（金）

●申し込み・問い合わせ

　ポリテクセンター八幡

　☎０９３（６２２）５７３８

　http://www.ehdo.go.jp/fukuoka/ypc/index.html

　技術革新・情報化・国際化などの急速な

進展に伴う高度技術者のニーズに対応する

ため、実践技術者を養成します。

●と　　き

　▽推薦入試（専門高校）　９月23日（土）

　▽推薦入試　　　　　　　11月14日（火）

　▽一般入試　　　　　　　平成19年２月６日（火）

●対　　象　高等学校を卒業した人

※平成19年３月卒業見込みの人を含みます。

●定　　員

　▽機械システム系　　　　40人

　▽居住システム系　　　　30人

　▽電気・電子システム系　30人

　▽情報システム系　　　　30人

●受付期間

　▽推薦入試（専門高校）　

　　８月28日（月）～９月７日（木）

　▽推薦入試

　　10月18日（水）～11月２日（木）

　▽一般入試

　　平成19年１月15日（月）～24日（水）

●申し込み・問い合わせ

　〒８０２－０９８５　北九州市小倉南区志井1665‐1

　九州職業能力開発大学校　学務課

　☎０９３（９６３）８３５３

　http://www.ehdo.go.jp/fukuoka/kpc/

　情報処理技術者、システム・エンジニア、プログラマー、オフ

ィス事務処理などのエキスパートを目指す生徒を募集します。

●と　き

　▽特待生選考　10月15日（日）

　▽推薦・一般

　　①10月22日（日）②11月12日（日）

　　③12月24日（日）

●ところ

　直方コンピューター・カレッジ（直方市大字植木）

●対　象　高校卒業以上の人

※平成19年３月卒業見込みの人を含みます。

●定　員　ＩＴシステム科　100人

●その他　随時見学ができます

●受付期間

　▽特待生選考

　　９月12日（火）～10月10日（火）

　▽推薦・一般

　　①９月12日（火）～10月18日（水）

　　②10月23日（月）～11月８日（水）

　　③11月13日（月）～12月19日（火）

　▽指定校制推薦　9月29日（金）まで

※指定校制推薦は書類審査のみで試験

　はありません。

●申し込み・問い合わせ

　直方コンピュータ・カレッジ

　☎０９４９（２３）０２００

　http://www.nogata-cc.ac.jp/



　福岡県地域福祉財団では、ボランティア活動の体験や感想を

自由に表現したボランティア体験作文を募集しています。

●対　象

　福岡県内の小学校４年生から６年生までの児童と中学生

●テーマ

　『ボランティア活動と私』

※ボランティア活動をとおしての体験や感じたことなどを自

　由に表現したものを作文にしてください。

●締め切り　９月20日（水）（消印有効）

●申し込み方法

　▽応募作品は、Ｂ４判400字詰原稿用紙３枚から５枚程度で

　　記入してください

　▽原則として学校ごとに、まとめて応募してください。

※学校送付の応募用紙に①題名②氏名③性別④学校名⑤学年

　⑥担当者⑦学校住所⑧学校電話番号を明記し、各作品に表

　紙として添付してください。

●申し込み・問い合わせ

　〒８１６－０８０４

　春日市原町３－１－７

　財団法人福岡県地域福祉財団

　第６回「ボランティア体験作文コンクール」係

　☎０９２（５８２）２３９６

　Eメール　k2@fp-kikin.or.jp

　薬物乱用を許さない社会環境づくりのため、広く県民か

ら覚せい剤・シンナーなど薬物乱用防止に関するポスター

を募集します。

●対　象

　県内に住んでいる人か県内の学校、企業などに通学・通

勤している人

●テーマ

　▽薬物乱用の未然防止を訴えるもの

　▽薬物乱用の社会からの撲滅を訴えるもの

　▽薬物乱用の恐ろしさと乱用による弊害を訴えるもの

●申し込み期間

　８月14日（月）～９月８日（金）（消印有効）

●申し込み方法

　▽応募点数は１人１点とし、未発表のものに限ります

　▽用紙の規格は四つ切り、またはB３判（いずれの場合

　　も約54㎝×38㎝のもの）、紙質は画用紙またはケント

　　紙とし、色彩は自由とします

　▽作品の裏面に住所、氏名、年齢、電話番号を明記して

　　ください

※学生については、学校名、学年、組も記入してください。

●申し込み・問い合わせ

　遠賀保健福祉環境事務所

　総務企画課　企画指導係　

　☎０９３（２０１）４１６１



　福岡県母子寡婦福祉連合会では、「パソコン基礎講習会」

を実施します。

●と　　き

　11月１日（水）、２日（木）、７日（火）、８日（水）（４日間）

　午前９時30分～午後４時30分

●と こ ろ　クローバープラザ（春日市原町）

●内　　容　ワード、エクセル、インターネット基礎

●対　　象

　次の条件をすべて満たしている人

　▽母子家庭の母または寡婦の人

　▽母子家庭等就業自立支援センターに求職登録してい

　　る人

●費　　用　無料

※テキスト代など３，０００円程度は自己負担になります。

●定　　員　10人

※応募者多数の場合は選考になります。

●締め切り　10月２日（月）（必着）

※申込書は役場福祉課民生児童係でも配布しています。

●問い合わせ

　福岡県母子寡婦福祉連合会

　母子家庭等就業自立支援センター

　☎０９２（５８４）３９３１

　60歳からのパソコン教室を開催します。

興味のある人は、是非この機会にご参加ください。

●と　　き

　９月５日（火）から26日（火）までの毎週火・木曜日

　午後７時～午後９時（全７回）

●と こ ろ　ふれあいの里センター　

●対　　象　町内に住んでいる60歳以上でパソコン初心者の人

●定　　員　20人

※希望者多数の場合は抽選になります。

●内　　容　エクセル・インターネット

●費　　用　８００円（テキスト・ＦＤ代含む）

●締め切り　８月23日（水）（必着）

●申し込み方法　往復はがきで申し込みください

※往信用はがきの裏には住所・氏名（フリガナも記入）・年齢・

　郵便番号・電話番号および「パソコン教室受講希望」と朱書

　してください。返信用はがきには、必ず表に住所・氏名・郵

　便番号を記入してください。

●申し込み・問い合わせ

　〒８１１－４３９２

　遠賀町大字今古賀５１３番地

　遠賀町中央公民館事務室　

　☎（２９３）１３５５



●
と
き
　
８
月
22
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　●
と
き
　
８
月
24
日
（
木
）

﹇
受
付
﹈

▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分
　

▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
平
成
15
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
15
年

　
７
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
内
容

　
医
師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
と
歯

　
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
、

　
栄
養
士
・
保
健
師
の
健
康
相
談
お
よ

　
び
栄
養
相
談
、
歯
科
集
団
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、健
診
日
の
尿
を
10

　
㎖
程
度
、家
庭
で
使
っ
て
い
る
仕
上
げ

　
み
が
き
用
歯
ブ
ラ
シ
、健
康
診
査
票

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
家
に
眠
っ
て
い
る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
大
切
な
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
う
お

も
ち
ゃ
病
院
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
27
日
（
日
）

﹇
受
付
﹈　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
立
図
書
館

●
費
用
　
無
料

※
部
品
購
入
の
場
合
は
実
費
自
己
負
担

　
に
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　
浮
き
輪
な
ど
命
に
か
か
わ
る
も
の
や

　
危
険
な
も
の
、
骨
董
価
値
の
あ
る
も

　
の
な
ど
は
修
理
で
き
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係

●
と
き

　
８
月
29
日（
火
）　
午
前
９
時
〜

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
内
　
水
辺
の
広

　
場

※
受
付
は
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　
ー
で
す
。

●
対
象

　
町
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
生

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
帽
子
、
タ
オ
ル
、
濡
れ
て
も
よ
い
服
・

　
靴

●
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
９
３
）
６
５
２
５

　
健
康
と
体
力
の
維
持
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
と
き

　
午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
水
曜
コ
ー
ス（
毎
週
水
曜
日
　
全
６
回
）

　
９
月
13
日（
水
）〜
10
月
18
日（
水
）

▽
木
曜
コ
ー
ス（
毎
週
木
曜
日
　
全
６
回
）

　
９
月
14
日（
木
）〜
10
月
19
日（
木
）

●
と
こ
ろ

　
折
尾
ス
タ
ー
レ
ー
ン
（
八
幡
西
区
折

　
尾
）

●
対
象

　
町
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
住
ん
で
い

　
る
40
歳
以
上
の
人

●
内
容

　
レ
ッ
ス
ン
、
親
睦
大
会
、
茶
話
会

●
費
用
　
無
料



●
定
員
　
各
コ
ー
ス
16
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
折
尾
ス
タ
ー
レ
ー
ン

　
☎
０
９
３
（
６
０
１
）
３
９
０
０

　
み
ん
な
で
さ
さ
え
よ
う
高
齢
化
社
会

●
と
き

▽
よ
か
よ
か
介
護
１
日
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
か
１
日
）

　
８
月
29
日
（
火
）、10
月
11
日
（
水
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
や
っ
ち
ゃ
れ
介
護
実
践
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
４
日
）

　
９
月
６
日
（
水
）、
20
日
（
水
）、

　
10
月
４
日
（
水
）、
18
日
（
水
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ（
中
間
市
通
谷
）

●
定
員
　
各
コ
ー
ス
24
人
（
先
着
順
）

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
地
域
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

　
タ
ー

　
☎
０
９
３
（
２
４
４
）
４
７
４
７

　
来
春
入
隊
・
入
校
予
定
の
自
衛
官
採

用
試
験
に
つ
い
て
、
係
員
が
個
別
に
説

明
し
ま
す
。

●
と
き
　
８
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
８
時

●
と
こ
ろ

　
中
間
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
中
間
市

　
蓮
華
寺
）

●
対
象

　
本
人
、保
護
者
な
ど
、ど
な
た
で
も
可

●
内
容

　
自
衛
隊
全
般
お
よ
び
各
募
集
種
目
別

　
説
明
・
ビ
デ
オ
放
映

●
問
い
合
わ
せ

　
芦
屋
募
集
事
務
所
（
芦
屋
基
地
内
）

　
☎
０
９
３
（
２
２
３
）
０
９
８
１

　総務省・福岡県では、10月20日現在で社会生活基本調査を

実施します。

　この調査は、国民の生活時間の過ごし方や、インターネッ

トの利用、学習・研究、ボランティア活動、スポーツ、趣味・

娯楽、旅行・行楽などについて調査し、少子・高齢化対策、

男女共同参画、生涯学習やスポーツの振興などの諸施策を立

案するための基礎資料とするものです。

　指定された調査地域の中から選定した全国の約８万世帯に

ふだん住んでいる10歳以上の世

帯員を対象に行われます。

　県の統計調査員が、８月下旬

から調査地域の世帯にお伺いし

ますので、ご協力お願いします。

●問い合わせ

　福岡県調査統計課

　☎０９２（６４３）３１９１



　
先
月
、
と
て
も
悲
し
い
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
実
家
で
飼
っ
て
い
た

猫
が
老
衰
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

す
。
名
前
は
チ
ビ
で
、
18
年
間
飼
っ

て
い
た
猫
で
し
た
…
。
18
歳
と
い
え

ば
、
人
間
の
年
齢
に
換
算
す
る
と
99

歳
、
大
往
生
で
し
た
。

　
初
め
て
家
に
や
っ
て
き
た
の
は
、

私
が
ま
だ
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
真
っ

白
で
両
目
の
色
が
違
う
オ
ッ
ド
ア
イ

の
子
猫
で
し
た
。
な
か
な
か
ご
飯
を

食
べ
て
く
れ
ず
、
苦
労
し
た
の
を
お

ぼ
え
て
い
ま
す
。

　
家
の
中
で
育
て
た
せ
い
か
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
甘
え
ん
坊
で
し
た
。

私
が
寝
そ
べ
っ
て
お
腹
を
ポ
ン
ポ
ン

と
叩
く
と
、
ピ
ョ
ン
と
お
腹
の
上
に

の
っ
て
き
て
、
の
ど
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴

ら
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
チ
ビ
ち
ゃ
ん
、
18
年
間
癒
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、
安
ら

か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
も
り
）

■お詫びと訂正■
広報おんが７月10日号に掲載の記事に誤りがありました。
お詫びして訂正します。
　■Ｐ３　「キャッツ21」からの寄付
　　誤　「納涼ビア祭り」
　　正　「西川納涼まつり」

　このコーナーでは、誕生日を迎える３歳
までのお子さんを募集しています。掲載を
希望する人は広報発行日の25日前までに
行政経営課広報調整係に連絡してください。


